
1. はじめに

現在、ライブドアによるニッポン放送株取得

を巡る議論が当事者のフジテレビを除くマスコ

ミ報道のヘッドラインを占め，主人公の堀江貴

文氏に対する毀誉褒貶も賛否両論が対立する形

で展開されている。堀江氏を誹謗する報道の一

例を挙げると，「テレビが宣伝する虚業家の株

買い占め」１），「『虚業家』の正体見たり『ホリエ

モン』」２）といった具合である。ここに挙げた報

道では堀江氏への評語として「虚業家」という

古風なる用語が共通して使用され，「ポッと出

のIT長者」３），「ＩＴの鎧を纏った虚業」４）といっ

た表現も含まれる点に注目したい。

「虚業」に関しては水沼知一氏によれば「虚

業」は明治前期には「『実業』の反対概念として

かなり広く通用」５）したとされ，国家的事業と位

置付けられた「実業」に対し「虚業」は「『私』

的利害のみを専ら関心事とする」６）と捉えられ

る。この説に従えば「公益の追求者・渋沢栄

一」７）などと，専ら「私益」を計る虚業家とを判

別することになろう。藤田貞一郎氏は「明治十

年代に経済概念としての生命を終え，経営理念

として純粋転化した国益が，大正期には政治的

言辞の色濃い国策」８）になったと解される。

背景にある経済思想により企業家と虚業家と

を判別するとの水沼説は，渋沢栄一自身も当時

において国益的事業とそれ以外との判別は困難

だと断じた９）のと同様に無理があり，筆者とし

てはむしろリスク選好度・リスク管理能力の如

何に求めるべきではないかと考えている。

その後，岩田龍子氏は主に昭和期の関係文献

を利用して『虚業の研究』を刊行，「虚業」に関

する唯一に近い単行本の研究書となっている。

しかし「会社屋」という用語を使った論文とし

ては菅野和太郎氏の「会社屋」１０）という短編が

あるほか，「虚業家」，「会社屋」等という用語そ

のものに関して遡及して検討した研究や文献は

乏しい。筆者は既に北浜銀行頭取岩下清周の

「虚業家」的性向等１１）について論じたが，本

稿１２）は「実業家」「企業家」の反意語として使用

される「虚業家」を，類義語・周辺語１３）と考え

られる「会社屋」「総会屋」「成金」等とともに，

まず明治大正期を中心に（戦中，戦後は省略）

当時使用された用語例を調査してみようと着手

したものである。最終的には本フォーラムの目

的である「企業家」研究に何らかの書誌学的な

示唆１４）を得ようとするものであるが，もとより

今回実際に参照できた文献（巻末の文献リスト

参照）は投資リスク関連分野の単行本などごく

限られた範囲にとどまり，渉猟の程度は極めて

不完全な点をお断りせねばならない。

2.「虚業家」の類義語

� 「山師」「策士」

「山師」という用語は古くから「金掘師」とと
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もに鉱山採掘等の専門家の意味で使用され，高

い専門知識の故に近世には特権的な優遇措置を

得ていたとされる。１５）しかし鉱山業者の中には

石井千太郎のように「新鉱区を手に入れて，之

を売飛ばせば屹度金が儲かる」１６）と鉱区売に徹

するものもいたため，「抑々我が邦に於ては古

来鉱山は危険の事業と為し，之に関係する者は

山師と称せらる」１７）など，ニュアンスの変化が

生じた。１８）

しかしその後になって特定の職域から遊離し

た概念として使用され，例えば明治２４年７月外

山脩造が商業興信所設立の趣旨を銀行業界で説

明した際にも「其事業が山師風にして単に集金

の目的に出づる場合」１９）には商業興信所の調査

が有効だと説明している。また『商業資料』は

「大阪には貯財家多く，東京には山師多

し」２０），「白昼洋服を着けたる泥棒の徘徊するは

東京の特色なり。されば東京の紳士と云ふもの

其真贋を見分けざれば飛だ迷惑を蒙むる事あ

り」２１）と東西財界の気風を比較している。『銀行

事故調・全』は「鉱山業ヲ営メル取締役…カ行

金ヲ流用シテ失敗」２２），「頭取所有ノ夕張炭山ノ

爆発」２３）との風説で取付に遭遇した芸予銀行，

第八十五銀行や，「代表者八田徳三郎個人ノ事

業タル小屋瀬炭鉱事業不振ノ為メ同業ニ貸出シ

タル…三十万円回収」２４）不能となった八田貯蓄

銀行など現実に鉱山投資に関係した不良銀行の

ほか，中外貯金銀行専務を明治４３年の知事報告

に基き「山師的人物ニシテ…世評甚タ宜シカラ

サル人物」２５）と判断している。『兜町繁昌記』の

著者・岡本鷸園も慶応卒の仲買人の福岡福平を

「自己思惑の手張りなどは薬にしたくも行ら

ず，頗る堅実な行方，所謂徒らに虚栄を張る山

師的ではなく，真摯な営業振り」２６）と評してい

る。こうした用例から「山師風」「山師的」には

�集金目的，�思惑を行い，�徒らに虚栄を張
る，�不堅実で真摯でない営業という語感が含
まれるようである。さらに策略に長けた「策

士」等の類語と併用される場合も少なくな

い。２７）

高橋是清ほどの人物でも一時期「南米秘露に

赴き，銅山事業に手を出して一山当てんとし

た」２８）との経歴の故に「動もすれば山師的人物

の如く見ら」２９）れて，高橋自身をも「世間から

の信用も害し」３０）たと嘆かせ，日銀入りの際に

は横やりを入れられただけでなく，後年大臣の

座にあった時にも野党から古傷を攻撃された。

「豪胆にして侠気を有し他人の避けて進まざ

る方面へ猛進する風あり」３１）と評された北浜銀

行の岩下清周が狐塚鉱山等にも融資した事実に

対して山本検事は「〈岩下〉被告は常にこの種の

事業に手を出して莫大の行金を支出し…みだり

にかかる価値なきものを担保として投機事業に

放資するは，多年銀行家としての経験あるもの

のなすべき事ならんや」３２）との論告を行った。

山口銀行の坂野兼通は北浜銀行の主宰者「〈岩

下〉翁は銀行家として実に意表外に出る放胆な

人であった。是と信じた事業には，何等顧慮す

る處なく，無遠慮に投資すると云った，悪く云

へば山師，善く云へば大事業家」３３）だとして岩

下を「放胆な人」「山師」と評している。岩下を

石井定七とともに「関西財界に於ける二大山

師」３４）と見做す者もいた。

� 「相場師」とその類語（「帳合師」「思惑師」

「投機師」など）

価格変動リスクに敢然と挑戦する者は古来

「相場師」等と呼ばれ，特別視されることが少な

くなかった。『現代金権史』の著者・山路愛山は

明治４１年「相場師気質」３５）を次のように解説す

る。「此気質の最も悪しきものに至っては始め

より事業の性質に頓着せず，唯株を売って遁げ

除かんが為めに株式会社を起し，権利株を売放

して跡は野となれ山となれ，我等は唯だ金さへ

儲ければ善しと云ふが如きものあり。道徳の上

より裁判すれば是れ恰も一種の詐欺取財漢に異

ならざれども…成功したる紳士なりとて，天下

挙て其才気を称賛するのみ」３６）で「斯様なる詐

欺師も世間を憚らず大きなる面をして居るぞか

し」３７）と非難している。

『商機』の著者・野城久吉は「相場をするもの

を称して，悉皆相場師と云へば，夫れ迄だが，
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大相場師には，理財家でなくてはなれぬ」３８）と

して「現在素露盤玉に乗らぬ代物でも，将来よ

くなると思へば，拾って置」３９）く故渡辺治右衛門，

前川太郎兵衛らを「大相場師」と呼んでいる。

山路愛山から「事業家としての正当の骨折り

よりも寧ろ専ら株式市場の掛引に重きを置きし

のみ」４０）と酷評された甲州財閥の雨宮敬次郎自

身は「他人から見れば冒険的のやうだが，其は

一旦決心がついた後の事を見るからで，決心す

るまでには非常に心配し，非常に危険を感ず

る」４１）タイプだとして，「世の中の人は私が株を

有って居るから相場師と思って居る。然かし私

は相場はして居らぬ事業家であるから，相場が

高くならうが廉くならうが関係しない…相場師

の心持と事業家心持とは黒白の違ひだ」４２）と，

買占めを含む大口投資を敢行しつつも「相場

師」説を全面否認した。

また「仲買人より其身を起した」４３）ため，「世

人は直ちに相場好きの人物」４４）と解し，井上保

次郎とともに「わが国株成金の蒿矢」４５）とも評

された今村清之助も「仲買人たるを好まずし

て，終に其仲間を脱」４６）して今村銀行を創設し

た。今村の伝記は「決して一攫千金の利を得む

と欲する，所謂投機的の人物ならざりし」４７）点

を強調している。大株仲買人で後年に株界を去

り別府観光開発の先駆者と称えられた油屋熊

八４８）も「唯だ私利の為めに故なき機会を造り出

さんとし，所謂相場師として社会の軽蔑を受く

るが如きは，仲買人たるものの本分を尽すもの

にあらず」４９）と主張し，東株仲買人の前田仁平

も「昔は仲買人といふと一と口に相場師とか詐

欺師とかのやうに侮って，ややもすると蛇蝎の

やうに嫌はれたもの」５０）と回顧している。現実

に役員が相場等に関与して問題を起した銀行と

しても役員が「共謀シ行金ヲ私シ自行株ヲ買収

シテ奇利ヲ恣ニセン」５１）とした筑摩銀行，取締

役が「米穀取引ニ失敗シ又銀行所有債券…ヲ無

断売却」５２）した夷隅銀行，行主が「株式売買ニ

失敗シ財政紊乱」５３）した大柏銀行，頭取が「米

相場にて十数万円の損失」５４）を出した水橋銀行

など無数に存在する。

このように相場師の称を嫌う者が多い中で，

異色の存在が「田附将軍」田附政次郎である。

田附も世間から「幸運に恵まれた一個の大相場

師のやうに考へ」５５）られたが，「一向平気」５６）で

終生真の相場師たることを自負し実践した。還

暦を迎え伊藤忠兵衛から相場から足を洗っては

…と忠告された田附は「自分のやる投機なるも

のは，自分が経済人として世に処する信念であ

り…一刻も停止せぬ物価の公正なる標準と流動

をつくる為にも自分の行動は誠に貴重な存在で

ある」５７）と返答して，「投機は立派なる実業であ

り，総ゆる商売は結局は投機」５８）なりとの相場

道の哲学を常に説いていたという。

神戸の米株仲買人・藤井忠兵衛は明治４２年こ

ろには「成敗常なきは畢竟僕等相場師の茶飯

事」５９）として相場師を自認したが，大正元年に

は自己の編書の序で一転して，「一般仲買人界

を目して往時の所謂帳合師，相場師と同視せら

れんとするものあるは吾人の常に遺憾措く能は

ざる所」６０）として差金を目的とする「相場師」

「帳合師」と「仲買人」の峻別を唱えた。これ

は大正元年７月３１日北浜堂島仲買事件の予審決

定書の中で川上定次郎判事が江戸時代の堂島の

定期米売買の「帳合相場は…直段の昂低したる

差金のみの授受を目的になし居りしものなれば

全く賭博たるに外ならず…市場に出入するもの

を相場師，帳合師と称し賭博者と同視し来り居

り」６１）として，相場師＝賭博者という史観を展

開したからであった。前述の「山師」に対する

当時の偏見に共通する根深いものが感じられ

る。６２）

こうした史観に依拠して川上判事は監督緩慢

の故に「現時の取引所が…殆んど帳合相場当時

の状態を現出」６３），「定期取引を投機以外の賭博

と化し了せしめ，世人をして取引所を公の賭博

場と称せしむるに至り」６４）などとする藤井から

見れば「一般仲買人を指摘して不信背徳の不正

業者と論断」６５）する予想外の予審決定を行った

ため，藤井はかかる「苛酷なる官憲の圧迫」６６）

を世に問うべく予審決定書を翻刻・公刊したの

である。
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「相場師」と類似の「思惑師」に関して『商業

資料』は「戦争に臨で小事に屈せず，豪胆無類

大々的の取引をなす」６７）島徳次郎を「俗に云ふ

思惑師」６８）とする。野城久吉も明治３４年に阿部

彦太郎を「思惑師中でも立派な思惑師である…

相場師に最も必要なる自信力に富み…」６９）と評

しているが，諸戸清六に対しても「諸戸の特に

常人と異なった処は，思惑師で相場師でないと

云ふ点である。彼の志は，確に遠大にあって，

目先きのことに余り頓着せぬ」７０）とする。目先

きの利益を追う「相場師」でなく，遠大な長期

投資を「思惑師」と区別すると解される。大正

１１年に小川市太郎（大阪毎日新聞記者）は「土

地の思惑師等が空手で，想像も及ばない莫大の

利益をせしめる…最近欧州戦争後，我国に起っ

た土地会社の濫興は，明かに此の事実を証明し

て居る…投機が急に郊外の地価を煽り，煽られ

た地価は又他に影響して，他愛もなく無暗と地

価を騰貴せしめる。二，三年前我国に於て土地

熱の旺になるや，土地の思惑師等は都会付近の

其処此処で，農地を買取っては土地会社を組織

し，買った値段の何層倍かで之を会社に売付け

てその差額を利すると共に，会社は又株式の現

物団と新聞の広告を利用して，土地の利益を誇

大に吹聴した為に，その前までは坪十銭にも値

しない荒蕪地で，一躍三十円乃至五十円にも奔

騰せしものの少くないことは，世人の記憶に新

なる所である。…財界が反動期に入るや，土地

株は著く暴落した。当時五，六十円を唱へた土

地株にして，今日十銭にも値しないものが尠く

ない。ノミならず此等の土地会社に於ては，株

主が第二回の払込を恐れて無代の譲受人を探か

しても譲受人がないと云ふやうな状態」７１）と土

地会社と「土地の思惑師」との関係を指摘し

た。そして小川は「従来のやうに富豪や投機師

等が，大都市の周囲に於て，土地を独占するこ

とが不可能になる」７２）ように公益的住宅の促進

を主張した。

� 「総会屋」とその類語（「会社荒し」「総会荒

し」「会社ゴロ」「活劇党」など）

小林健男氏は「戦前も総会屋はいた。しか

し，その数は非常に少なく，問題にする程もな

かった」７３）と解するが，すこし違和感を感じ

る。大正８年『株式会社の裏面』の著者・池島

民理は「総会屋とは自己も少数の株式を所有し

て会社の株主と為り，甘言を以て同志株主を糾

合し其多数の力を藉りて株主総会に重役を追窮

威嚇するを表面の目的とし，其実総会前に於て

重役を自分の意の儘に行動せしむることを期す

る連中」７４）とし，「活劇党一名総会屋」７５）と呼ん

でいる。池島によれば「活劇党の前身は会社荒

し…会社ゴロとも謂ふ」７６）とし，「株主でもな

く，会社内部の秘密欠陥をほじり出し，之を種

に重役をゆすることを商売とする」７７）が，「最近

に至って次第に発展し，所謂（又は総会屋）と

為った」７８）との説を述べる。「会社荒し」の例と

しては新橋銀行経営者の「子分中ニハ銀行会社

荒シノ壮士的人物アリ」７９）とされたり，東京の

須永某，大阪の鶴海某など，「会社荒しの一群

を陰に使用して…鶴海の徒，唯々として将軍の

一令下に動く，而して其参謀長たるもの」８０）が

守山又三８１）といわれた。

� 「会社屋」とその類語

「会社屋」には「会社製造屋」「発起屋」「発起

業者」「事業屋」など数多くの類語があるが，い

ずれも「虚業家」にかなり近い語感を有してい

る。まず「会社製造者」について神戸正雄は日

露戦後「特ニ世上会社製造者ナルモノアリテ特

ニ鉱山熱，土地熱，工業熱ノ旺盛ナル時ニ於テ

巧妙ナル誘惑的手段ヲ弄スルコトアリ。最モ注

意ヲ要スル所ナリ」８２）「其放資ヨリ大所得ヲ挙

クル必要アルカ如キ…放資家ニシテ間々其資本

ヲ増加セントシテ，投機ヲ試ムルノ誘惑ニ罹リ

易キモ，此ハ慎マサルヘカラス」８３）と投資家に

注意を喚起した。月刊雑誌『投資研究』を主宰

する投資研究社代表・家村五郎は「本邦会社屋

発達史」との題目を立て，「日清戦後は未だ何と

云っても会社の発生時代であったから会社の数

も尠く，従って会社屋と真面目な事業者との区

別も判然としなかったが，日露戦後の財界勃興
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時代には純真の事業家と会社屋との区別がハッ

キリ区別される如うになり，一般からも職業的

発起人を指して『会社屋』と称する如うになっ

た」８４）「日露戦後の大変動に因て，夥しく所謂

知識階級の，相当な失業者が滅切り殖へた。此

の内の一部のものが今迄の地位を逆用的に，会

社屋へ転替し…四十三年頃にも，本職的乃至は

内職的の会社屋の数は益々増加した」８５）と会社

屋の成立を説いている。しかし日清戦後の「会

社屋」という用語例としては明治２９年に「ワシ

ャ今度会社屋を始めたから，何でも発起人の集

ることがあったら，報らせて下さい。銀行設立

発起請込処。どんな会社へでも這入ります」８６）

という「大坂第三流以下の紳士」８７）が広告する

のを受けて「大坂第一流以上の紳士」８８）が「株

券の申込ハ一切御断申上候」８９）と，会社屋を毛

嫌いしている笑話がある。この笑話から�「会
社屋」という最新の用語がまだ実用化，定着化

せず，笑話としての使用にとどまっている。�
「会社屋」の主たる活躍領域が「発起人の集る

こと」にあり，�その事業内容が「銀行設立発
起請込処」であり，�特色は「どんな会社へで
も這入ります」という，低水準の発起引受にあ

った，�一流紳士に弊害が及びつつあったこと
が判明する。おそらくこのころに「流行語」と

して「会社屋」という用語が誕生したものと推

測される。

池島民理は「発起屋一名会社製造屋と謂ふの

は，会社を設立することのみを商売とし，設立

後は一向会社に関係の無い連中を指す」９０）と

し，安田与四郎も「会社創立を仕事にしてをる

人にとって，株式は転売を目的として作られる

商品である」９１）とする。

大正バブル期に「泡沫会社製造の天才」９２）と

いわれたのが「稀代の吸血漢高柳淳之助」９３），

「陋劣卑劣の詐欺漢松島肇」９４）などであった。

彼らの商法は「調査もせず，新聞広告を見て儲

かりさうな新会社の株式募集に乗って喜」９５）ぶ

地方人から「棚から牡丹餅式の甘言尽しを並べ

立てて，シコタマ吸ひ取った」９６）のであった。

� 「成金」

野城久吉は明治３９～４０年の熱狂相場の記述の

中で「成金党連が買対って，増資運動を試み

て，遂に三百円まで煽り上げた」９７）鐘紡株が４０

年以後の反動で「暴落に次ぐに，暴落を以て

し。成金筋の漸次歩に返る」９８）様子を描いてい

る。そして「深山の熟柿と掛けて，成金殿の御

家と解く，心は人知らず果は皆つぶるる」９９）と

いう当時の諺も紹介するなど，「成金」という用

語が当時広く流行語となりつつあった様子が伺

える。賀田金三郎も明治４０年ころ「成金」に関

して「俄に金を儲けると大抵の人は慢心する，

虚栄にアコがれる，滔々たる成金党の失敗する

所以は多く此に在り…ボロを掩はんとして益々

飾る」１００）と語った。

その後，大戦景気による「成金」としては「新

富豪物語」１０１）では「新富豪」を特に定義してい

ないが，記者自身が「新富豪物語りを書き来っ

て殆どそれが大部分船舶長者の列伝のやうな観

がある」１０２）とし，その理由を「無資産階級から

一躍して巨富を積んだ者を出したのは船舶業者

が最も多数」１０３）としている。掲載の８３名中，３

名の代表的人物として「新富豪中の巨頭にして

時局の生み出した驚く可き成功者の随一」１０４）の

山下亀三郎，「朝鮮の山に虎を狩」１０５）った虎大

尽・山本唯三郎は３回連載，内田信也は２回連

載されている。

世間で成金の代表格の一人と目された山本唯

三郎自身は「成金」を定義して，「殆んど何等の

勤労もせず，計画もなく，一朝にして奇利を僥

倖し，一寒児より忽ち暴富者となったもの」１０６）

とした上で「努力奮闘」して来た「予は決して

世間の所謂『成金』でない」１０７）と猛然と抗議し

た。そして「俺は成金ではない，こんなに努力

したのだぞといふことを知らせる為だ」１０８）との

名目で有名な朝鮮半島での虎退治を挙行した。

「一日に十里十五里の山中を駈ける…健脚がな

ければなりませぬ…体力の訓練をしなければ…

虎さへも打取り得ぬぞと云ふ教訓」１０９）を垂れる

べく，持論たる力行主義の見本として示した

が，かえって世の失笑を買う結果となった。
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『中野金次郎伝』の著者の村田弘は「山本〈唯

三郎〉は投機的な才能を持ち，株の売買をやっ

て相場師としても有名だったが，前進すること

は知っていても退くことを知らず，用兵を誤っ

て，遂に没落，泡沫の如く消え去ってしまっ

た。湯水の如く金をつかい，新橋，赤坂など狭

斜の巷における大尽振いも，いまは昔の語り草

だが，日本虚業家列伝でも編纂されるようなこ

とがあれば，彼など，さしずめその第一ページ

を飾る存在」１１０）と評している。

成金と題する書籍・雑誌の刊行も相次いだ

が，多くは成金にあやかった利殖勧誘の手引書

であった。帝国殖産興業奨励会の秋元安は大正

１０年９月１日『利殖雑誌・成金』を創刊した。

主幹の佐瀬文哉は「本誌成金之解」で「成金と

は近代の物質的成功者に対する代名詞であっ

て，従来使はれたる成功よりは遥かに狭義の意

味の熟語である」１１１）と定義し，「本誌は実際的

経済上の優勝者たらんとして一新人士の誤れる

嘲笑に反し，斯かる誌名を命じた」１１２）と創刊の

意義を強調したが，成金と同様にほどなく廃刊

に追い込まれた。

成金自身による自伝としては「実に相場師の

変遷ほど急劇なものはない」１１３）と回顧した千原

伊之吉『成金物語』がある。千原自身は「巨額

の負債と，信用の全く零であった境涯から，一

躍百二十万円を儲けた」１１４）として，「当時関西

に於ては一つの奇蹟の如く持て囃され」１１５），

「半ケ年の日子に，三百円の資本から百二十万

円を勝ち得たことは…予想外であると共に，従

来相場界のレコード破りであると喧伝され

た」１１６）と回顧する。そして「自分が成金当時は

自分の家には毎日会社の発起人になって貰ひた

いとか，或は鉱山を買へとか，地所を買って貰

ひたいと…来る人々が引きも切らぬ有様」１１７）で

あったのに，「一朝蹉跌する時は…侮蔑の眼を

以て視ら」１１８）れ，「北浜市場に於て全勝将軍と

して謳歌はれた身が，再び元の朦朧相場師とな

って成金の末路を語」１１９）っている。

3.「虚業家」

� 「虚業家」

「虚業家」は『広辞苑』では「実務を行わず，

ただ権利譲渡などを目的とする名義だけの会社

をみだりに起して実業家を気取る者」，小学館

『日本国語大辞典』では「実務を行なわない

で，ただ権利譲渡などを目的とする名目だけの

会社をやたらと設立する者や，相場のような好

不況に左右されやすい，場あたりの堅実でない

事業をする者。また，ある種の不堅実な実業家

を皮肉っていう語」１２０）と解説されている。

鳥谷部春汀は『続明治人物評論』の中で住友

の広瀬宰平が明治１２年に五代友厚等と組んで米

買占めに対抗して勝利した後，「投機的事業の

危険にして且つ無益の虚業たるを自覚し，爾後

復た決して相場に従事したることなかりし」１２１）

と米穀取引に「虚業」を使用している。また小

説家の内田魯庵も遊興に走る「虚業家」と癒着

関係にある銀行頭取との間の尺牘（手紙）のや

りとりという形式で，かれらの不堅実な生態を

風刺した小説「虚業家尺牘数則」を明治３５年に

発表した。１２２）これより先，明治２９年には曲水亭

流觴も『商業資料』に「満身皆胆ともいふべき

程の豪胆」１２３）で「甲処乙処の鉄道株を二束三文

の安値にてグングンと無暗矢鱈に買ひ占め」１２４）

る「株式王」なる短編を発表するなど，文芸作

品にも「虚業家」的人物が登場し始めた。

神戸正雄は明治４４年「小放資家ノ第一ノ放資

ハ…間々虚偽銀行ニ貯蓄シテ全損失ヲ見ル」１２５）

と，「虚偽銀行」という言葉を使うが，当時は

「大抵東京に本店を有せる」「怪しき貯金銀

行」が「沢山の募集員を使ひ盛んに預金を勧誘

し」，「預り金は資産も何もない内輪のものへド

シドシ融通」１２６）する悪弊が横行した。こうした

「虚偽銀行」の典型として同系統の「鉱山業者移

民会社…冒険的事業家…失敗事業家及政治家中

有名ナル借金家」１２７）などへの「債権ノ全部ハ殆

ント取立ノ見込ナク，従テ銀行ノ業務ハ全ク休

止ノ状態」１２８）に陥った京浜銀行などをあげるこ
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とができよう。

鵜崎鷺城は明治４５年『朝野の五大閥』の中

で，特に「実業家か虚業家か」という項目で安

田善次郎，神田 蔵と，「恰も虚業家の標本の

如く唄はるるの久しき」１２９）福沢桃介の３名を取

り上げ，安田は「地道の商売に依て富を致せし

の疑ふべからざるも，其反面に於ては大思惑師

としての大なる成功者たるを忘るべからず…其

思慮周密にして胆大なる，恐らく今の実業家中

比肩すへき者なからん」１３０）として，「実業家か

虚業家か」判断不定と解した。安田の「放資振

りには余程感心」１３１）した岩下清周も「機会ある

毎に，時とすると随分放胆に金を貸出す善次郎

翁の態度を褒め」１３２）たといわれる。

「一攫千金を夢み，堅実なる事業経営に力を

尽くさない」１３３）「虚業経営の横行」１３４）を嘆いた

高橋亀吉は「虚業的断面」１３５）の一例として「社

金を流用して…自社の株式投機をやる…結果が

損失となれば之を会社の負担に荷はし，幸ひ利

益を得れば一部乃至全部を重役が着服する」１３６）

合同毛織の防戦買を挙げた。また家村五郎は

「会社将来の悲況を予知して巧みに策を弄して

売逃げをする様な虚業家が尠くない」１３７）という

意味で「虚業家」を使用している。

� 「虚業家」等と形容された人物の共通性

類似，近似語としての「会社屋」を含めて，

人物評価上，「虚業家」という形容詞が使用され

た人物は管見の限りでは，既述の人物を中心に

安田善次郎，雨宮敬次郎，松本重太郎，神田

蔵，福沢桃介，平沼専蔵，磯村音介ら日糖旧重

役，山本唯三郎，高倉為三，荒井泰治，渡辺勝

三郎，藤本清兵衛，島徳蔵など，少なくとも十

数名は存在する。

研究者による評価としては菅野和太郎氏は島

徳蔵を「会社屋」１３８）と規定した上で，「彼は多く

の会社を発起した際に，少からぬ不正行為をな

したかも知れないが，同時に彼の活動が，延い

て会社企業心及び株式会社知識を世人に扶殖し

たことは，何人も否定し得ない」１３９）として「彼

の功罪は相半す」１４０）と断じた。近年の論文でも

たとえば三島康雄氏は同じ島徳蔵を，「真似る

ことのできない一種の天才的な才能を持って…

怪腕を揮って大阪財界を引ずり回し，株式界の

王者として君臨した一代の梟雄であり，不世出

の虚業家」１４１）と評した。

彼らには「此種の人物の常として」１４２），「虚業

家通有」１４３）の資質があったとの指摘もあるの

で，彼ら「虚業家」等への評語をある程度集約

して，その共通性を探ることで，企業家と似て

非なる「虚業家」像の明確化に向けて本稿のま

とめとしたい。（以下は原則として出典のみ巻

末文献リスト番号で表示）

� 虚飾性と集約できそうな性向

評語の例としては「経営ぶりも華美」［１５］，

「派手」［３７］で「湯水の如く金をつかい…大尽

振い」［３７］，「押出しと軒に掲げた看板だけは

立派」［２０］，「真面目な創立者達の風を装っ

て」［２０］，「仮面を被れる」［３２］，「八百屋店の雑

業家」［４７］，「仮りに重役達の名義にしてある

株式」「所謂抱き株」［２０］を多用など

� 売抜けなどモラルの欠落傾向

評語は「社会道徳の観念薄き」［９］，「悪事を

悪事として考へて来なかった…良心の麻

痺」［４９］，「少からぬ不正行為をなした」［４５］，

「悪辣と陰険と詐謀と術策とで殆んど固めら

れて居る」［４７］，「転売を目的」［２８］，「売逃

げ」［３０］，「利益を得れば…着服」［３１］，「会社を

作ってはよく逃げる」［４８］，「ボロ鉱区を寄せ

集めて泡沫会社を創立し，自分の鉱区を会社

の株券と引換て，直に金にしてしまふ」［２０］，

「現物出資で，二束三文の荒蕪地や鉱山…を

高価に見積って売抜けるなどは虚業家の常套

手段」［３２］，「自分の名義を出し，責任を負は

ねばならぬ株などは…お先へ利益を失敬して

おくのが，虚業家の手腕」［３２］など

� リスク管理能力の欠如

「随分放胆に金を貸出す」［３３］，「繊細な注意

力を欠いた」［４９］，「泡沫的事業，杜撰なる事

業計画」［３２］を「ろくに検討もしないで」［３７］，

「注意したが，有頂天になって…聴き入れ

ない」［３７］など。ただし「思慮周密にして胆大

寄 稿 企業家と虚業家 ［小川 功］ 65



なる」［９］安田は例外的存在であろう。

� 「策士」的要素が大

「巧妙ナル誘惑的手段ヲ弄スル」［８］，「策を

弄して」［３０］，「其内より配当金を生み出す手

品の種」［１５］として「仮出金」勘定を乱用，「自

己の才気を恃みて縦横無尽に切回し，時に策

を弄し」［９］，「縦横の策を弄して其株券の下落

を防」［１５］ぐやり口，「虚名を以て世を欺き，

それにて世を渡る」［１５］，「いかさま物」［１５］

� 「相場師」的要素が大

「投機的な才能を持ち…相場師としても有

名」［３７］，「一攫千金を夢み」［３１］，「濡手で粟を

つかんでやろうとの野心に燃え立」［３７］った

「ヤマッ気の多い勝負師」［３７］，「前進すること

は知っていても退くことを知らず」［３７］，「公

然相場師として世間の之を認め，自らも亦銘

を打てる者」［９］

� 誇大妄想傾向

「一人多職主義のサンプル」［２７］，「大仕掛に

て虚声を釣り，此虚声を以て世を欺き，上手

に世を渡らんとした」［１５］，「徹頭徹尾法

螺」［９］，「怪傑」［９］

� 破綻の蓋然性が高い「成金」性

「まぐれ当りに当った時でもない限りまづ

百分の九十九までは，儚い末路を遂げるのが

定命」［２０］，「遂に没落，泡沫の如く消え去っ

て」［３７］，「当然斯うなるべき人」［４９］

最後に，冒頭に掲げた現今の「ＩＴ長者」が

単なる「ＩＴ成金」で終るのか，「今様天一坊」

として虚名を千載に残すのか否かは甚だ興味深

い問題ではあるが，現時点では彼らが上記のよ

うな性向を顕在化することなく，伝統的な「虚

業家」的経営者の轍を踏まずに，もっぱら企業

家の王道を歩んでいただきたいとの希望を述べ

て筆を擱く。

１）３）平成１７年２月２２日『日刊ゲンダイ』

２）４）平成１７年２月２４日『週刊新潮』

５）水沼，昭和４４年，p１６５

６）水沼，昭和４４年，p１７９

７）渋沢研究会，平成１１年，p３９７

８）藤田，平成１０年，p３７７

９）藤田貞一郎氏は『青淵百話 乾』から「国家的事

業だ，国益的の興業だと云へば，天下何事業とし

て然らざるは無い」（藤田，平成１０年，p３１６）と

の渋沢栄一自身の言葉を引用する。

１０）菅野，１９３１年［４５］

１１）小川，２００３年［５４］

１２）本稿は滋賀大学リスク研究センターの金融リス

ク等に関する共同研究プロジェクトの中のリス

ク・テーカー研究成果の一部である。関係各位

のご支援に謝意を表したい。

１３）類義語・周辺語としては，ほかにも「政商」「買

占屋」等多数あろうが，既に先行研究の蓄積のあ

る分野として本稿では省略した。

１４）企業家研究フォーラムの全国大会において加護

野忠男氏らによって「総会屋」等の成立時期につ

いての問題提起がなされたことがあり，本稿も

こうした経営学と経営史学の双方の領域にまた

がる議論の一層の深化の契機になればと考え

る。

１５）上野・三上，大正７年，p８５

１６）朝比奈，明治４２年，p２８６

１７）明治３８年１２月９日『東京経済雑誌』

１８）石井千太郎はその後「鉱山業は決して山師仕事

でない」（朝比奈，明治４２年，p２８８）と自覚した

と語っている。塩島仁吉は八溝金山株の暴落事

件について，「世人をして八溝金山は山師の設立

したる泡沫会社の如き感を発せしめ，株主に驚

愕を与へた」（明治３８年１２月９日『東京経済雑

誌』）と論じている。八溝金山は小川，２００５

年［５８］参照。

１９）武内，昭和３年，p８８

２０）明治２７年４月１０日『商業資料』

２１）明治２７年５月１０日『商業資料』

２２）大蔵省，１９７６年［５１］，p５６

２３）大蔵省，１９７６年［５１］，p１５３

２４）大蔵省，１９７６年［５１］，p９５

２５）大蔵省，１９７６年［５１］，p１３

２６）岡本，明治４５年，p２３２

２７）例えば日糖事件に連座した代議士の臼井哲夫は

「策士か，説客か，豪傑か，山師か，悪党か殆ど

方物すべからざる人物として…常に大言壮語自

家を広告し，世間を煙に捲き，如何にも豪傑らし

く如何にも策士らしく装ひたり」（三木，大正２

年，p２８２～３）と評された。なお「策士」という

類語は，「天下の策士」（越山堂，大正１４年，p

１０２）小泉策太郎，奥繁三郎ら政界筋の人物の形

容詞として多用されるようだが，大河内輝剛（歌

舞伎座）は「〈日露〉戦後泡沫会社の沢山出来た

ときには無暗に〈発起人就任の〉盲目判を捺した
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ものだ…其時分策士連の本城は二三の待合に極

まってゐた。夕方でも往って見ると何やら凝議

してゐる。そこへ座り込むと幾らかになった」

（朝比奈，明治４２年，p２１７）と泡沫会社のプロモ

ーター連中に対して使用している。

２８）２９）鵜崎，明治４５年，p３４２～３

３０）朝比奈，明治４２年，p１４

３１）阿部，大正１１年，p２２５

３２）大正５年１０月２０日『大阪毎日新聞』。なお小川，

２００３年［５４］参照。

３３）坂野兼通の追懐（岩下，昭和６年，p１９１）

３４）越山堂，大正１４年，p１５２

３５）「相場師気質」の顕著な人物を列挙すると，岡本

鷸園は東株仲買人の松村辰次郎（松辰）を「客の

物は少しも遣らないで自分の物を遣る丈」の「仲

買でなくして純然たる相場師で…氏の相場は蓄

財の為めでも，生活の為めでもない…実に相場

の為めに相場をして居るので，強ゐて言へば嗜

好の為めに相場をして居る」（岡本，明治４５年，

p１９０）と評している。同様に松谷元三郎自身も

「ソンなに失敗しても尚ほ相場は廃められない。

由来私は相場其ものに大なる興趣を有って居る

…乾坤一擲の快挙であるから，勝ても負けても

愉快で堪らない」（朝比奈，明治４２年，p２９５）と

自己分析し，また鉱山業を本業とした野村半三

郎自身も「鉱山に手を出した動機は全く山が好

きだと云ふ事です」（１９３２年［４６］（５２）大正７年３月

２６日『時事新報』）と記者に語っている。

３６）３７）山路，明治４１年，p２００

３８）３９）野城，明治４３年，p６７

４０）山路，大正３年，p６５

４１）雨宮，明治４０年，p３９２

４２）雨宮，明治４０年，p３９６

４３）４４）４６）４７）足立，明治３９年，p５５４～５

４５）越山堂，大正１４年，p４８

４８）小川，２００４年［５５］参照。

４９）明治２７年９月１０日『商業資料』

５０）報知，昭和７年，p２３

５１）大蔵省，１９７６年［５１］，p３７

５２）大蔵省，１９７６年［５１］，p９７

５３）大蔵省，１９７６年［５１］，p１５５

５４）阿部，大正１１年，p２２８

５５）５８）伊藤，昭和１０年，p１８８

５６）伊藤，昭和１０年，p３

５７）伊藤，昭和１０年，p２３０

５９）朝比奈，明治４２年，p３２４

６０）藤井，大正元年， 序 p１

６１）藤井，大正元年，p９～１０

６２）川上判事だけでなく法学博士の戸田海市も「仲

買人相互に真面目の取引を行ふことを得ずし

て，自然に其取引は昔時の帳合米又は近時の『ヂ

キ』と称せられしものの如く，一種の空売買に堕

落するの危険甚だ大なり」（藤井，大正元年，p

１７２）として帳合，「ヂキ」取引の空売買性を強調

した。

６３）藤井，大正元年，p１５

６４）藤井，大正元年，p１３

６５）藤井，大正元年，p１２８

６６）藤井，大正元年，序p２

６７）６８）明治２８年１１月１０日『商業資料』

６９）野城，明治４３年，巻末p４５

７０）野城，明治４３年，巻末p６８

７１）小川，大正１１年，p２４８。この種の土地会社のプロ

モーターは「安値に土地を買収し，土地の実価以

上に之を評価して会社に引継ぎ，其間の利鞘は

新株券に化して発起人賛成人に於て所得せるも

の尠くない」（Ｔ１１．２．６大朝）と批判された。

７２）小川，大正１１年，p３９９

７３）小林，昭和４２年，p１３

７４）７５）７６）７７）池島，大正８年，p３８～９。「総会荒

し」の用例も見られる。（「総会荒し」大正１１年２

月５日『東京経済雑誌』）

７８）池島，大正８年，p４０

７９）大蔵省，１９７６年［５１］，p２２

８０）三木，大正２年，p２３１

８１）守山又三については小川，２００２年［５３］参照。

８２）神戸，明治４４年，p１７２。こうした例として東西銀

行頭取は満韓起業等へ大口貸出をするなど，「真

面目ナル人物ニアラス猥リニ投機的事業ニ関

係」（大蔵省，１９７６年［５１］，p２３）する性癖が顕著

で，同行取締役も「同臭一味ノモノ」（同上）と

して明治４３年大蔵省に報告された。

８３）神戸，明治４４年，p１３０

８４）家村，昭和５年，p９４

８５）家村，昭和５年，p９８

８６）８７）８８）８９）明治２９年１月１０日『商業資料』

９０）池島，大正８年，p１

９１）安田，昭和２年，p１２

９２）大浜，大正１５年，p８２

９３）大浜，大正１５年，p１１５。高柳淳之助は小川，２００４

年［５６］，小川，２００４年［５７］参照。

９４）大浜，大正１５年，p１１０。松島肇は小川，２００５

年［５９］及び予定稿を準備中。

９５）９６）「地方人を食った事業屋」大正９年２月２０日

『東京経済雑誌』

９７）野城，明治４３年，p８５８

９８）９９）野城，明治４３年，p８７５

１００）朝比奈，明治４２年，p１８９

１０１）大正７年１月２４日～５月１０日『時事新報』８８回連

載
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１０２）１０３）１９３２年［４６］（６９）大 正７年４月１６日『時 事 新

報』

１０４）１９３２年［４６］（６１）大正７年４月６日『時事新報』

１０５）１９３２年［４６］（７８）大正７年４月２６日『時事新報』

１０６）１０７）山本唯三郎「成金か成金か予は之に対して

抗議を申込む」『実業之日本』大正６年１０月１５日，

p７０

１０８）越山堂，大正１４年，p１２９

１０９）山本，大正７年，序

１１０）村田，昭和３２年，p８９

１１１）１１２）大正１０年９月１日『利殖雑誌・成金』創刊

号，p２

１１３）１１９）千原，大正５年，p２３１～２

１１４）１１５）１１６）千原，大正５年，p１４１

１１７）千原，大正５年，p２３３～４

１１８）千原，大正５年，p１２０

１２０）『広辞苑 第五版』平成７年，p７０６，『日本国語

大辞典』第六巻，昭和５３年，p２２０

１２１）鳥谷部，明治３３年，p１４３

１２２）岩田，昭和６２年，p１７０以下

１２３）明治２９年２月１０日『商業資料』

１２４）明治２９年３月１０日『商業資料』

１２５）神戸，明治４４年，p１４１

１２６）明治４３年１０月１３日『保険銀行時報』

１２７）１２８）大蔵省，１９７６年［５１］，p２６。京浜銀行頭取の岡

部廣は小川，２００２年［５２］参照。

１２９）１３９）１４２）鵜崎，明治４５年，p３５８

１３０）鵜崎，明治４５年，p３５５～６

１３１）１３２）岩下，昭和６年，p１１７

１３３）１３４）１３５）１３６）高橋，昭和５年，p７６

１３７）家村，昭和５年，p５５

１３８）１３９）１４０）菅野，１９３１年［４５］

１４１）三島，１９６５年［５０］，p２２，４１

１４３）大正１１年１２月２日『大阪朝日新聞』

【引用・参照文献リスト】

� 単行本（発行順，主に史料として利用する便宜

上，年号で表示）

［１］鳥谷部春汀『続明治人物評論』博文館，明治３３年

［２］野城久吉『投機新論』私家版，明治３４年

［３］足立栗園『今村清之助君事歴』小谷松次郎，明治

３９年

［４］雨宮敬次郎述『過去六十年事蹟』桜内幸雄，明治

４０年

［５］山路愛山『現代金権史』服部書店，明治４１年

［６］朝比奈知泉『財界名士失敗談 上巻』毎夕新聞

社，明治４２年

［７］野城久吉『商機』民友社出版部，明治４３年

［８］神戸正雄『近代放資論 完』有斐閣，明治４４年

［９］鵜崎鷺城（熊吉）『人物評論朝野の五大閥』東亜

堂書房，明治４５年

［１０］岡本鷸園『兜町繁昌記』壬子出版社，明治４５年

［１１］沢本江南『人の今昔』開成社書店，大正元年

［１２］藤井忠兵衛編『北浜堂島仲買事件予審決定書』藤

井忠兵衛，大正元年

［１３］内田魯庵『社会百面相』岩波書店，大正２年

［１４］三木幾太郎編『疑問の人』東京毎夕新聞社，大正

２年

［１５］山路愛山『現代富豪論』中央書院，大正３年

［１６］千原伊之吉『成金物語』采女社，大正５年

［１７］『征虎記』山本唯三郎，大正７年

［１８］上野景明・三上徳三郎『本邦鉱業と金融』丸善，

大正７年

［１９］池島民理『株式会社の裏面』精禾堂，大正８年

［２０］秋元宏『銀行や会社の破綻を予知するには』大京

堂書店，大正９年

［２１］阿部直躬『三十年之回顧』商業興信所，大正１１年

［２２］小川市太郎『住宅及土地問題』大阪毎日新聞社，

大正１１年

［２３］遠藤楼外楼『銀行罪悪史』日本評論社出版部，大

正１１年

［２４］矢野文雄『安田善次郎伝』安田保善社，大正１４年

［２５］越山堂編『明治大正成金没落史』『経済パンフレ

ット』第２輯，越山堂，大正１４年

［２６］大浜孤舟著『暗黒面の社会・百鬼横行』新興社，

大正１５年

［２７］時事新報社経済部編『財づる物語』東洋経済新報

社，大正１５年

［２８］安田与四郎『株式市場の裏表』大日本雄弁会，昭

和２年

［２９］武内義雄『軽雲外山翁伝』商業興信所，昭和３年

［３０］家村五郎『投資之研究』投資研究社，昭和５年

［３１］高橋亀吉『株式会社亡国論』万里閣書房，昭和５

年

［３２］奥村千太郎『株式放資と売買術』文雅堂，昭和６

年

［３３］小林一三ほか『岩下清周伝』故岩下清周君伝記編

纂会，昭和６年

［３４］報知新聞経済部編『相場実話』千倉書房，昭和７

年

［３５］伊藤悌造『田附政次郎伝』田附商店，昭和１０年

［３６］南波礼吉『株界生活六十年』河出書房，昭和２８年

［３７］村田弘『中野金次郎伝』東洋書館，昭和３２年

［３８］小林健男『乗取屋・買占屋・総会屋』三一書房，

昭和４２年

［３９］水沼知一「『実業』と『虚業』」『近代日本経済思

想史１』有斐閣，昭和４４年

［４０］岩田龍子『虚業の研究』日本経済新聞社，昭和６２

年
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［４１］神田豊晴『総会屋１００年』リッチ・マインド，平

成３年

［４２］藤田貞一郎『国益思想の系譜と展開』清文堂出

版，平成１０年

［４３］渋沢研究会編『公益の追求者・渋沢栄一』山川出

版会，平成１１年

［４４］小川 功『企業破綻と金融破綻―負の連鎖とリ

スク増幅のメカニズム―』，九州大学出版会，平

成１４年

� 論文，雑誌ほか（単行本との区別上，西暦で表示）

［４５］菅野和太郎「会社屋」『経済史研究』経済史研究

会，１９３１年６月

［４６］「新富豪物語」１９３２年１月２４日～５月１０日『時事

新報』８８回連載

［４７］「当世実業家気質」１９３４年７月２０日『東京経済雑

誌』

［４８］「問題の人島徳蔵氏」１９３４年９月５日『東京経済雑

誌』

［４９］「高倉為三」１９３６年１２月２日『大阪朝日新聞』

［５０］三島康雄「島徳蔵と日魯漁業株式会社」『漁業経

済研究』１３巻４号，１９６５年４月

［５１］大蔵省『銀行事故調・全』（渋谷隆一監修復刻解

題），駒 沢 大 学『経 済 学 論 集』第６巻 臨 時

号，１９７６年３月

［５２］小川 功「生保破綻と“虚業家”による収奪―九

州生命詐欺破産事件と河村隆実のリスク選好

―」『滋賀大学経済学部研究年報』第９巻，２００２

年１２月

［５３］小川 功「“虚業家”守山又三のハイ・リスク行

動と京都財界」『京都学園大学経済学部論集』第

１２巻第２号，２００２年１２月，

［５４］小川 功「『企業家』と『虚業家』の境界―岩下

清周のリスク選好度を例として―」『彦根論叢』

第３４２号，２００３年６月

［５５］小川 功「湯布院・別府の観光開発の先駆者・

小野駿一と油屋熊八」『滋賀大学産業共同研究セ

ンター報』第２号，２００３年６月

［５６］小川 功「“虚業家”集団『高柳王国』の形成と

崩壊―大衆資金のハイ・リスク分野への誘導と

収奪―」『彦根論叢』第３５１号，２００４年１１月

［５７］小川 功「“虚業家”高柳淳之助による似非・企

業再生ファンドの挫折―ハイ・リスクの池上電

気鉄道への大衆資金誘導システムを中心に―」

『滋賀大学経済学部研究年報』第１１巻，２００４年１２

月

［５８］小川 功「証券業者による鉱山経営とリスク管

理―八溝金山事件を中心として―」『彦根論叢』

第３５４号，２００５年５月

［５９］小川 功「“虚業家”松島肇の軌跡―昌栄銀行を

中心として―」地方金融史研究会報告，２００５年

９月（予）
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